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（元の文） 

責任ある外国人労働者受け入れプラットフォーム（JP-MIRAI）は、５月１１日に、会員向

けセミナー（オンライン）を行いました。内容は、「やさしい日本語のある MIRAI へ」で

す。 

講師の吉開様は、やさしい日本語ツーリズム研究会の代表を務めています。約４５名の会員

が参加しました。 

吉開さんの講話の後、参加した会員は３グループに分かれて「やさしい日本語」の活用にむ

けてのグループディスカッションを行いました。企業、日本語学校、外国人支援団体・ボラ

ンティア、研究者、個人会員など様々な立場の参加者が、「やさしい日本語」の重要性や、

どのように活用したらよいか、といった意見や悩みが共有され、建設的な議論が行われまし

た。 

 

→「やさ日チェッカー」での評価「C：普通」 

http://www4414uj.sakura.ne.jp/Yasanichi1/nsindan/ 

 

 

  

http://www4414uj.sakura.ne.jp/Yasanichi1/nsindan/


（やさしい日本語） 

JP-MIRAI のメンバーは、５月１１日に、「やさしい日本語」のことを勉強しました。 

先生は、吉開章さんです。吉開先生は、やさしい日本語ツーリズム研究会の代表です。４５

人ぐらいの人が話を聞きました。 

吉開先生が話したあと、メンバーは３つのグループに分かれました。グループには、会社で

働いている人、日本語学校の先生、外国人を助けるグループやボランティアの人、大学の先

生などがいました。みんなでいっしょに「やさしい日本語」をどうやって使ったらいいか考

えました。「外国人と話すとき、こんなことに困りました」とか、「こういったらよく分かっ

てくれました」のように、いろいろな、いい話が出ました。 

 

→「やさ日チェッカー」での評価「A とてもやさしい」 

 

 

 

 

  



（「伝えるウェブ」やさ日エディターで、分かち書き＋ルビ） 

https://tsutaeru.cloud/ 
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